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甲
府

・令和4年度決算を審査
・市民の皆様からの
　声に応え、
　９件の意見書を可決！



「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」

　「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」
に
関

わ
る
取
組
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
と
業
務

協
定
を
締
結
し
、「
甲
府
ジ
ュ
エ

リ
ー
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、
職
人
が
丹
精
込
め

て
製
作
し
た
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー

を
、
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
や

母
親
に
贈
る
「
ベ
ビ
ー
ジ
ュ
エ

リ
ー
」、
生
涯
を
共
に
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
に
贈
る
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ

ジ
ュ
エ
リ
ー
」、
歴
史
や
財
産
を

受
け
継
ぐ
家
族
な
ど
に
贈
る

「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
と

名
付
け
、
人
生
の
節
目
に
大
切

な
人
に
贈
る
こ
と
で
愛
情
を
伝

え
る
と
い
う
新
た
な
文
化
を
発

信
し
、
宝
飾
産
業
の
更
な
る
活

性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
」

　
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事

業
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結

し
た
Ｆ
Ｃ
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ス
及

び
山
梨
大
学
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
経
済
、
社

会
、
環
境
の
三
側
面
が
調
和
す

る
統
合
的
な
取
組
に
つ
い
て
、

水
素
を
基
軸
と
し
た
社
会
実
装

に
向
け
た
協
議
・
検
討
を
進
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
本

市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
戦

略
的
拠
点
と
し
て
整
備
す
る

「
こ
う
ふ
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
」
を

中
心
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
教
員
へ

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

代表質問（分割）

小澤　　浩

質問
動画

9
月
定
例
会

市
政
に

関
す
る

質
問

一
問
一
答
…�

一
問
ご
と
に
質
疑

応
答
を
行
う
。

分
　
　
割
…�

質
問
項
目
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
う
。

一
　
　
括
…�

質
問
項
目
す
べ
て

を
質
問
し
、
一
括

で
答
弁
を
行
う
。
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市政に関する質問

7
意見

甲府市議会議員と甲府市役所幹部の方々が、より良い甲府をつくるため、
熱心に討議されていることに感動した。
この雰囲気を多くの市民に感じていただくため、傍聴を呼び掛けていただきたい。

1
意見 傍聴席からは､テレビ中継には映らない発言者以外の議員も見られて新鮮だった。

3
意見 居眠りをしているのではないかと思われる議員がいました。

議員のモラルの問題でしょうか？

5
意見 質問の前置きが長すぎて話が全く入ってこなかった。

4
意見 書かれている原稿を読んでいるだけで、聴いている方とするとつまらない。

2
意見 傍聴するまでは、難しい言葉だけを並べて討論しているものだと思っていたが、

実際に傍聴してみると、住んでいる地域のことなど、どれも身の回りのことで、
身近に感じることができた。

6
意見 少し前置きが長いと思いました。もう少し短くすれば質問する時間が増えたり、

違うことを議論する時間が設けられると思います。

ぜひ、傍聴にいらしてください。

傍聴者アンケートより

甲府市議会より

甲府市議会では、市民に開かれた議会を目指す

中で傍聴者アンケートを実施しています。

傍聴された皆様より様々な貴重なご意見をいた

だきましたので、本号で紹介いたします。

傍聴者アンケートで多くのご意見をお寄せいただきありがとう
ございます。私たち甲府市議会議員一同、アンケートに書かれ
た市民の皆様の声に耳を傾け、開かれた議会、より良いまちづ
くりの参考にさせていただきます。

議場から見た傍聴席

　本会議での質問は、市議会議員の大事な仕事の一つです。
　質問する際には、質問の趣旨を分かりやすく、丁寧に説明して、聞いて
いる方々に市政における課題や取組などを知っていただき、より良い甲府に
ついて一緒に考えていただくきっかけになれるよう心掛けてまいります。
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「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」

　「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」
に
関

わ
る
取
組
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
と
業
務

協
定
を
締
結
し
、「
甲
府
ジ
ュ
エ

リ
ー
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、
職
人
が
丹
精
込
め

て
製
作
し
た
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー

を
、
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
や

母
親
に
贈
る
「
ベ
ビ
ー
ジ
ュ
エ

リ
ー
」、
生
涯
を
共
に
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
に
贈
る
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ

ジ
ュ
エ
リ
ー
」、
歴
史
や
財
産
を

受
け
継
ぐ
家
族
な
ど
に
贈
る

「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
と

名
付
け
、
人
生
の
節
目
に
大
切

な
人
に
贈
る
こ
と
で
愛
情
を
伝

え
る
と
い
う
新
た
な
文
化
を
発

信
し
、
宝
飾
産
業
の
更
な
る
活

性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
」

　
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事

業
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結

し
た
Ｆ
Ｃ
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ス
及

び
山
梨
大
学
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
経
済
、
社

会
、
環
境
の
三
側
面
が
調
和
す

る
統
合
的
な
取
組
に
つ
い
て
、

水
素
を
基
軸
と
し
た
社
会
実
装

に
向
け
た
協
議
・
検
討
を
進
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
本

市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
戦

略
的
拠
点
と
し
て
整
備
す
る

「
こ
う
ふ
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
」
を

中
心
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
教
員
へ

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

代表質問（分割）

小澤　　浩

質問
動画

9
月
定
例
会

市
政
に

関
す
る

質
問

一
問
一
答
…�

一
問
ご
と
に
質
疑

応
答
を
行
う
。

分
　
　
割
…�

質
問
項
目
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
う
。

一
　
　
括
…�

質
問
項
目
す
べ
て

を
質
問
し
、
一
括

で
答
弁
を
行
う
。
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市政に関する質問
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医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の 

購
入
助
成

　
が
ん
患
者
が
使
用
す
る
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
購
入
助
成
に

つ
い
て
伺
う
。

　
外
見
の
変
化
に
伴
う
が
ん
患

者
の
方
の
心
理
的
な
負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
、
助
成
事
業
の
実

施
を
含
め
、
今
後
の
支
援
の
方

向
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

避
難
所
と
な
る
学
校
体
育

館
へ
の
空
調
設
備
導
入

　
近
年
の
夏
の
暑
さ
か
ら
、
避

難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
導
入
の
必
要
が
あ
る
と
の

お
声
が
多
く
あ
る
が
、
見
解
は
。

　
学
校
の
避
難
所
の
寒
暖
対
策

は
、冷
暖
房
設
備
の
あ
る
教
室
の

開
放
等
、対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

国
や
他
都
市
の
動
向
等
を
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
営
自
転
車
駐
車
場
へ
の

優
先
利
用
ス
ペ
ー
ス
設
置

　
高
齢
の
利
用
者
な
ど
の
た
め

に
、
優
先
利
用
ス
ペ
ー
ス
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
自
転
車
駐
車
場
ご
と
に
ス
ペ�

ー
ス
確
保
の
可
否
や
利
用
者
像

の
把
握
な
ど
、
様
々
な
観
点
か

ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
駐
輪
に

配
慮
が
必
要
な
方
も
利
用
し
や

す
い
自
転
車
駐
車
場
の
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

妊
産
婦
の
移
動
時
の
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て

・�

こ
う
ふ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

公明党

代表質問（分割）

長沢　達也

質問
動画

入
札
参
加
資
格
に
お
け
る

所
在
地
要
件

　
本
市
の
業
務
委
託
の
入
札
に

お
け
る
参
加
資
格
を
見
直
し
、

で
き
る
だ
け
市
内
業
者
間
で
の

競
争
に
よ
り
、
本
市
の
企
業
が

受
注
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
昨
年
度
の
各
部
局
で
の
地
域

要
件
を
市
内
業
者
に
限
っ
た
業

務
委
託
の
入
札
の
発
注
割
合
は

32.6
％
で
、
契
約
課
が
発
注
し
た

工
事
契
約
の
95.5
％
、
物
品
契
約

の
89.8
％
と
比
べ
低
い
状
況
で
す
。

　
今
後
は
、
各
部
局
に
改
め
て

地
域
要
件
等
の
業
者
選
定
方
法

の
考
え
方
を
周
知
・
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
地
域
要
件
を
市
外

業
者
等
に
拡
大
す
る
場
合
は
、

事
前
に
契
約
課
と
協
議
等
が
で

き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
中
で
、

市
内
の
中
小
企
業
者
の
受
注
機

会
増
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
素
の
ま
ち
づ
く
り

　
水
素
を
市
民
が
利
用
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
、
地
元
建
設

業
や
工
務
店
等
と
連
携
し
、本
市

で
作
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

で
生
活
で
き
る
エ
リ
ア
を
開
発

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
甲
府
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
で
は
、
リ
ニ
ア
駅
周
辺

で
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
積
極

的
に
導
入
し
、
近
未
来
社
会
を

牽
引
す
る
先
導
的
エ
リ
ア
の
形

成
を
目
指
す
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

を
社
会
実
装
し
た
特
色
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
お
ま
つ
り
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

代表質問（分割）

神山　玄太

質問
動画
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市政に関する質問

税
率
の
引
き
下
げ

　
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
社

会
経
済
情
勢
に
お
い
て
は
、
法

人
市
民
税
を
地
方
税
法
に
定
め

ら
れ
た
標
準
よ
り
高
い
制
限
税

率
か
ら
標
準
税
率
に
改
め
、
都

市
計
画
税
は
、
制
限
税
率
を
、

こ
の
時
期
は
引
き
下
げ
る
こ
と

で
市
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ

き
で
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
法
人
市
民
税
及
び
都
市
計
画

税
に
つ
い
て
は
、
高
ま
る
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
一
層

の
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
現
行
税
率
を

維
持
し
ま
す
。

　
な
お
、
物
価
高
騰
に
対
し
て

は
、「
物
価
高
騰
等
緊
急
応
援

金
」
な
ど
の
様
々
な
対
応
策
を

講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

市
民
生
活
や
事
業
活
動
に
及
ぼ

す
影
響
を
最
小
限
に
抑
制
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
事
業

　
商
品
券
の
発
行
数
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
に
デ
ジ
タ
ル
と
紙
で
格

差
が
あ
る
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ

い
て
は
、
本
市
が
４
回
に
わ
た

り
実
施
し
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
よ
る
消
費
喚
起
策
の

検
証
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
と

紙
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
と
し

つ
つ
、
市
民
の
皆
様
に
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
誘
引
を
図
る
こ
と
で
、

そ
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
管
理
不
全
空
家
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・�

旧
岡
島
百
貨
店
ビ
ル
の
撤
去
と
跡
地

の
再
開
発
へ
の
疑
問
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
改
善

　
土
曜
日
に
勤
務
す
る
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
毎
週
土
曜

日
の
開
設
を
求
め
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
は
、
平
日
以
外
は
、

毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
毎
週
土
曜
日
開
設
と
し
た
場

合
、
運
営
コ
ス
ト
の
増
加
や
支

援
員
等
の
確
保
な
ど
、
課
題
が

多
い
こ
と

か
ら
、
他

都
市
の
状

況
も
含
め
、

情
報
収
集

に
努
め
て

ま
い
り
ま

す
。

　
夏
休
み
中
や
土
曜
日
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
昼

食
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
求
め

ま
す
。

　
本
市
で
は
、
民
間
委
託
の
３

ク
ラ
ブ
で
昼
食
の
提
供
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼

食
の
提
供
は
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
衛

生
・
栄
養
管
理
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
民
間
委
託

ク
ラ
ブ
や
、
本
市
の
実
情
に
近

い
他
都
市
の
事
例
の
情
報
収
集

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得

促
進
に
つ
い
て

・�

孫
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
祖

父
母
手
帳
）
及
び
地
域
子
育

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
に

つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

市民クラブ

代表質問（分割）

山田　　厚

日本共産党

代表質問（分割）

木内　直子

質問
動画

質問
動画
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市政に関する質問
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税
率
の
引
き
下
げ

　
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
社

会
経
済
情
勢
に
お
い
て
は
、
法

人
市
民
税
を
地
方
税
法
に
定
め

ら
れ
た
標
準
よ
り
高
い
制
限
税

率
か
ら
標
準
税
率
に
改
め
、
都

市
計
画
税
は
、
制
限
税
率
を
、

こ
の
時
期
は
引
き
下
げ
る
こ
と

で
市
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ

き
で
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
法
人
市
民
税
及
び
都
市
計
画

税
に
つ
い
て
は
、
高
ま
る
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
一
層

の
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
現
行
税
率
を

維
持
し
ま
す
。

　
な
お
、
物
価
高
騰
に
対
し
て

は
、「
物
価
高
騰
等
緊
急
応
援

金
」
な
ど
の
様
々
な
対
応
策
を

講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

市
民
生
活
や
事
業
活
動
に
及
ぼ

す
影
響
を
最
小
限
に
抑
制
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
事
業

　
商
品
券
の
発
行
数
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
に
デ
ジ
タ
ル
と
紙
で
格

差
が
あ
る
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ

い
て
は
、
本
市
が
４
回
に
わ
た

り
実
施
し
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
よ
る
消
費
喚
起
策
の

検
証
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
と

紙
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
と
し

つ
つ
、
市
民
の
皆
様
に
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
誘
引
を
図
る
こ
と
で
、

そ
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
管
理
不
全
空
家
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・�

旧
岡
島
百
貨
店
ビ
ル
の
撤
去
と
跡
地

の
再
開
発
へ
の
疑
問
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
改
善

　
土
曜
日
に
勤
務
す
る
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
毎
週
土
曜

日
の
開
設
を
求
め
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
は
、
平
日
以
外
は
、

毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
毎
週
土
曜
日
開
設
と
し
た
場

合
、
運
営
コ
ス
ト
の
増
加
や
支

援
員
等
の
確
保
な
ど
、
課
題
が

多
い
こ
と

か
ら
、
他

都
市
の
状

況
も
含
め
、

情
報
収
集

に
努
め
て

ま
い
り
ま

す
。

　
夏
休
み
中
や
土
曜
日
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
昼

食
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
求
め

ま
す
。

　
本
市
で
は
、
民
間
委
託
の
３

ク
ラ
ブ
で
昼
食
の
提
供
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼

食
の
提
供
は
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
衛

生
・
栄
養
管
理
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
民
間
委
託

ク
ラ
ブ
や
、
本
市
の
実
情
に
近

い
他
都
市
の
事
例
の
情
報
収
集

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得

促
進
に
つ
い
て

・�

孫
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
祖

父
母
手
帳
）
及
び
地
域
子
育

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
に

つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

市民クラブ

代表質問（分割）

山田　　厚

日本共産党

代表質問（分割）

木内　直子

質問
動画

質問
動画

05 甲府市議会だより219号

市政に関する質問

05 甲府市議会だより219号



中
学
校
休
日
部
活
動
の

地
域
移
行

　
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に
も

資
す
る
休
日
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　「
甲
府
市
中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

で
検
討
を
進
め
る
中
、
令
和
６

年
８
月
か
ら
３
つ
の
種
目
を
先

行
移
行
し
、
令
和
８
年
度
ま
で

に
は
全
種
目
の
移
行
に
つ
な
げ

て
い
く
予
定
で
、
運
営
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
が
主
体
と

な
っ
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
移
行
は
、
教
員

の
長
時
間
勤
務
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
継
続
し
て
ス

ポ
ー
ツ
等
を
楽
し
む
機
会
で
あ

る
た
め
、
円
滑
な
移
行
に
向
け
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

動
物
福
祉
の
取
組

　
遊
亀
公
園
附
属
動
物
園
で
の
、

人
と
動
物
の
幸
せ
な
関
係
を
結

ぶ
た
め
の
飼
育
方
法
な
ど
、
動

物
福
祉
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
動
物
福
祉
へ
配
慮
し
、
動
物

ら
し
い
性
質
の
尊
重
が
、
動
物

園
の
持
つ
「
種
の
保
存
」、「
環

境
教
育
」
等
の
役
割
を
果
た
す

た
め
の
土
台
と
な
り
、
将
来
の

動
物
園
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
、再
整
備
で
は
、「
人

に
も
動
物
に
も
や
さ
し
い
動
物

園
」、「
動
物
本
来
の
生
態
を
観

察
で
き
る
動
物
園
」
な
ど
を
掲

げ
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
魅
力
あ
る
動
物
園

を
目
指
し
、
動
物
福
祉
の
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
の
導
入

　
障
が
い
者
や
日
本
語
で
の
会

話
が
難
し
い
方
の
意
思
表
示
を

助
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
を
、
公
共
の
施
設
や
希

望
す
る
市
民
に
配
付
し
て
、
広

く
活
用
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
は
、
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
、

高
齢
者
や
外
国
人
な
ど
幅
広
い

方
々
を
対
象
と
し
た
手
軽
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー

ル
と
し
て
、
近
年
、
地
方
自
治

体
や
民
間
企
業
等
、
様
々
な
場

面
で
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
中
で
、
本
市
で
の
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

平
等
な
選
挙
の
た
め
の
支
援

　
投
票
用
紙
記
入
に
困
難
を
抱

え
る
方
の
投
票
の
一
助
と
な
る
、

選
挙
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
に
つ

い
て
、
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
投
票
所
で
支
援
を
必
要
と
す

る
方
に
は
、
ご
本
人
や
付
き
添

い
の
方
に
必
要
な
支
援
を
確
認

し
、
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
い
、

選
挙
人
の
方
が
不
便
を
感
じ
な

い
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
選
挙
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
実
施
し
て
い
る
他

都
市
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査�

・
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

視
覚
障
が
い
者
の
情
報
取
得
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

一般質問（分割）

清水　一成

公明党

一般質問（分割）

岡田　真姫

質問
動画

質問
動画

札幌市の選挙支援カード

07 甲府市議会だより219号

市政に関する質問

公
立
夜
間
中
学

　
義
務
教
育
の
機
会
を
十
分
に

得
ら
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
へ
の

就
学
機
会
の
提
供
や
、
不
登
校

対
策
に
も
有
効
で
あ
る
夜
間
中

学
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
へ
は
、

「
あ
す
な
ろ
学
級
」
や
、
本
年

度
よ
り
設
置
し
た
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」

に
お
い
て
小
中
学
校
段
階
の
学

習
機
会
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
外
国
籍
の
児
童
・
生
徒

へ
の
日
本
語
指
導
員
の
派
遣
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
梨
県
教
育
委
員
会

が
、
平
成
28
年
度
に
「
夜
間
中

学
調
査
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
設
置
に
係
る
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
き
た
が
、
国
に
お

い
て
、
全
都
道
府
県
に
少
な
く

と
も
１
つ
の
夜
間
中
学
の
設
置

を
目
指
す
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
改
め
て
県
内
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
よ
う
な
取
組

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
こ
と
か
ら
、
国
や
県
の
動

向
等
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
の
移
動
支
援

　
重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー

利
用
券
が
障
が
い
者
の
移
動
支

援
と
し
て
効
果
的
な
制
度
と

な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
よ
り
、
当
初
の

交
付
枚
数
を
使
い
切
っ
た
方
へ

の
追
加
交
付
を
開
始
し
、
昨
年

度
の
追
加
交
付
分
の
利
用
率
は

87.４
％
と
高
く
、
必
要
と
さ
れ
て

い
る
方
へ
効
果
的
な
支
援
を
行

え
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
職
員
の
超
過
勤
務
縮
減
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

子
育
て
支
援
策

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業

務
の
効
率
化
に
資
す
る
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
子
育
て

支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
て

い
く
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
10
月
か
ら
、
自
宅
等
か

ら
で
も
相
談
支
援
を
受
け
ら
れ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
に
加
え
、

現
在
、
電
話
等
で
予
約
を
受
け

付
け
て
い
る
幼
児
健
診
な
ど
を
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
予
約
で

き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
公
立
保
育
所
で
は
、

保
育
記
録
の
作
成
な
ど
、
業
務

負
担
の
軽
減
や
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
向
け
て
、今
年
度
、２
つ
の

保
育
所
で
実
証
ト
ラ
イ
ア
ル
を

実
施
・
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た

観
光
施
策

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
、
本

市
を
訪
れ
る
観
光
客
を
増
や
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
広
域
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
ほ
か
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
最
新
ト
レ
ン
ド

を
学
ぶ
官
民
一
体
と
な
っ
た
研

修
会
を
実
施
し
、
圏
域
全
体
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
に
向
け
た

取
組
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
更
に
、
昇
仙
峡
エ
リ
ア
の
付

加
価
値
向
上
等
に
取
り
組
み
、

小
江
戸
甲
府
城
下
町
整
備
事
業

で
は
、
観
光
拠
点
と
し
て
回
遊

性
向
上
の
た
め
の
機
能
の
導
入

等
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
健
康
政
策
に
つ
い
て
　
他

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

一般質問（分割）

鈴木　　篤

政和こうふ

代表質問（分割）

山中　和男

質問
動画

質問
動画
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中
学
校
休
日
部
活
動
の

地
域
移
行

　
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に
も

資
す
る
休
日
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　「
甲
府
市
中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

で
検
討
を
進
め
る
中
、
令
和
６

年
８
月
か
ら
３
つ
の
種
目
を
先

行
移
行
し
、
令
和
８
年
度
ま
で

に
は
全
種
目
の
移
行
に
つ
な
げ

て
い
く
予
定
で
、
運
営
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
が
主
体
と

な
っ
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
移
行
は
、
教
員

の
長
時
間
勤
務
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
継
続
し
て
ス

ポ
ー
ツ
等
を
楽
し
む
機
会
で
あ

る
た
め
、
円
滑
な
移
行
に
向
け
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

動
物
福
祉
の
取
組

　
遊
亀
公
園
附
属
動
物
園
で
の
、

人
と
動
物
の
幸
せ
な
関
係
を
結

ぶ
た
め
の
飼
育
方
法
な
ど
、
動

物
福
祉
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
動
物
福
祉
へ
配
慮
し
、
動
物

ら
し
い
性
質
の
尊
重
が
、
動
物

園
の
持
つ
「
種
の
保
存
」、「
環

境
教
育
」
等
の
役
割
を
果
た
す

た
め
の
土
台
と
な
り
、
将
来
の

動
物
園
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
、再
整
備
で
は
、「
人

に
も
動
物
に
も
や
さ
し
い
動
物

園
」、「
動
物
本
来
の
生
態
を
観

察
で
き
る
動
物
園
」
な
ど
を
掲

げ
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
魅
力
あ
る
動
物
園

を
目
指
し
、
動
物
福
祉
の
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
の
導
入

　
障
が
い
者
や
日
本
語
で
の
会

話
が
難
し
い
方
の
意
思
表
示
を

助
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
を
、
公
共
の
施
設
や
希

望
す
る
市
民
に
配
付
し
て
、
広

く
活
用
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
は
、
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
、

高
齢
者
や
外
国
人
な
ど
幅
広
い

方
々
を
対
象
と
し
た
手
軽
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー

ル
と
し
て
、
近
年
、
地
方
自
治

体
や
民
間
企
業
等
、
様
々
な
場

面
で
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
中
で
、
本
市
で
の
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

平
等
な
選
挙
の
た
め
の
支
援

　
投
票
用
紙
記
入
に
困
難
を
抱

え
る
方
の
投
票
の
一
助
と
な
る
、

選
挙
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
に
つ

い
て
、
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
投
票
所
で
支
援
を
必
要
と
す

る
方
に
は
、
ご
本
人
や
付
き
添

い
の
方
に
必
要
な
支
援
を
確
認

し
、
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
い
、

選
挙
人
の
方
が
不
便
を
感
じ
な

い
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
選
挙
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
実
施
し
て
い
る
他

都
市
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査�

・
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

視
覚
障
が
い
者
の
情
報
取
得
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

一般質問（分割）

清水　一成

公明党

一般質問（分割）

岡田　真姫

質問
動画

質問
動画

札幌市の選挙支援カード

07 甲府市議会だより219号

市政に関する質問

07 甲府市議会だより219号



消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
広
報
誌

　
若
者
に
憧
れ
や
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
広

報
誌
の
作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
年
度
は
、
若
者
の
興
味
を

引
く
よ
う
、
消
防
団
員
の
Ｐ
Ｒ

動
画
を
作
成
し
、
様
々
な
電
子

媒
体
を
通
じ
て
情
報
発
信
す
る

こ
と
で
、
消
防
団
員
へ
の
関
心

や
必
要
性
、
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
夏
休
み
な
ど
、
長
期
休
暇
中

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼

食
提
供
に
つ
い
て
伺
う
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼

食
提
供
は
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
と
な
る
一
方
で
、
衛
生
・
栄

養
管
理
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、

支
援
員
の
負
担
増
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
の
で
、
本
市
で

も
既
に
実
施
し
て
い
る
民
間
委

託
の
ク
ラ
ブ
や
、
本
市
の
実
情

に
近
い
他
都
市
の
事
例
の
情
報

収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
岡
島
百
貨
店
解
体
工
事

　
旧
岡
島
百
貨
店
第
一
駐
車
場

解
体
に
あ
た
り
、
近
隣
住
民
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
対

策
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　
立
入
検
査
の
結
果
、
除
去
作

業
の
現
場
が
適
正
に
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
飛
散
防
止
措
置
の
徹

底
等
の
た
め
、
立
入
検
査
や
指

導
等
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
小
中
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
に
つ
い
て

・�

小
中
学
校
校
舎
へ
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

音
楽
を
通
じ
て
甲
府
を 

盛
り
上
げ
た
い

　「
甲
府
市
の
歌
」
が
今
以
上

に
市
民
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
、

甲
府
市
の
歌
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
を
提
案
し
ま
す
。

　
ご
提
案
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
編
曲
等
が
で
き
る
範

囲
な
ど
に
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
一
定
期
間
歌
う
機
会
が
制

限
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
一
度
、
半
世
紀
以
上
歌
い
継

が
れ
て
き
た
原
曲
の
詩
や
メ
ロ

デ
ィ
の
保
存
、
継
承
に
努
め
、

「
甲
府
市
の
歌
」が
よ
り
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ

て
歌
い
、
口
ず
さ
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
様
々
な
場
面
で
の

「
歌
う
機
会
」、「
聴
く
機
会
」

の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
江
戸
甲
府
の
夏
祭
り

　
盆
踊
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
お
祭

り
の
メ
イ
ン
に
す
れ
ば
、
小
江

戸
感
が
更
に
増
す
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
甲
府
市
女
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
中
、
来
場
者
参
加
型
の

「
盆
踊
り
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
お
客
様
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
大
い
に
祭
り
が
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、

「
盆
踊
り
」
の
よ
う
な
小
江
戸
情

緒
が
感
じ
ら
れ
る
伝
統
的
な
文

化
を
取
り
入
れ
る
中
で
、
祭
り

の
一
体
感
の
醸
成
と
一
層
の
賑

わ
い
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

甲
府
城
南
側
エ
リ
ア
お
城
フ

ロ
ン
ト
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

無所属

一般質問（分割）

山田　弘之

政和こうふ

一般質問（分割）

川崎　　靖

質問
動画

質問
動画

09 甲府市議会だより219号

市政に関する質問

地
球
温
暖
化
対
策

　
本
市
所
管
の
学
校
施
設
の
、

特
に
最
上
階
の
断
熱
化
を
進
め

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
学
校
施
設
の
断
熱
化
は
、
電

力
消
費
量
の
削
減
に
有
効
で
あ

る
た
め
、
建
物
の
長
寿
命
化
を

視
野
に
入
れ
た
大
規
模
改
修
と

併
せ
、
活
用
可
能
な
国
等
に
お

け
る
補
助
金
や
費
用
対
効
果
を

勘
案
す
る
中
で
、

整
備
手
法
に
つ

い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

「
香
害
」へ
の
対
応

　
柔
軟
剤
な
ど
の
香
り
に
よ
る

体
調
不
良
、不
快
感
な
ど
の「
香

害
」
に
つ
い
て
、
配
慮
の
お
願

い
や
注
意
喚
起
を
行
う
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
消
費
者
庁
や
厚
生
労
働
省
な

ど
、
５
省
庁
が
連
名
で
作
成
し

た
香
り
で
困
っ
て
い
る
方
へ
の

配
慮
や
香
り
付
き
製
品
の
適
量

使
用
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
を
配
付

し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
、

本
庁
舎
へ
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
へ
の

香
り
に
対
す
る
配
慮
等
の
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

こ
う
ふ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
に
つ
い
て

・「
聞
こ
え
」
へ
の
取
組
に
つ
い
て

・
紙
お
む
つ
等
の
価
格
高
騰
に
つ
い
て

・
リ
ニ
ア
駅
周
辺
開
発
に
つ
い
て

ＱＡＱ

Ａ

女
性
活
躍

　
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
に
は

子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
環
境
が
必
要
だ
が
、
保
育
所

等
の
人
材
不
足
の
中
、
保
育
士

確
保
の
取
組
を
伺
う
。

　
本
市
職
員
が
「
山
梨
県
保
育

等
人
材
確
保
・
定
着
等
協
議
会
」

の
委
員
と
な
り
、
保
育
や
幼
児

教
育
に
携
わ
る
人
材
確
保
等
の

情
報
収
集
に
努
め
、
ま
た
、
障

が
い
児
保
育
に
係
る
補
助
制
度

の
拡
充
と
と
も
に
、
子
ど
も
が

い
る
保
育
士
へ
は
、
市
内
の
保

育
所
等
の
入
所
選
考
で
加
点
を

す
る
優
遇
策
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
保
育
記
録
の
作
成
等

を
効
率
的
に
処
理
で
き
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
業
務
支
援
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

事
務
的
業
務
負
担
軽
減
の
効
果

検
証
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
助
成
制
度

　
18
歳
以
下
の
方
へ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
伺
う
。

　
18
歳
以
下
の
方
へ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
公

費
助
成
に
つ
い
て
は
、
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
、
定
期
接
種
の

対
象
者
を
、
ま
ず
は
免
疫
力
が

よ
り
弱
い
と
さ
れ
る
乳
幼
児
及

び
小
・
中
学
生
に
拡
大
す
る
こ

と
や
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講

ず
る
こ
と
を
、

引
き
続
き
、

国
に
対
し
て

要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
財
源
確
保
の
取
組
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

日本共産党

一般質問（分割）

清水　英知

政和こうふ

一般質問（分割）

末木　咲子

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより219号 08

市政に関する質問

甲府市議会だより219号 08



消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
広
報
誌

　
若
者
に
憧
れ
や
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
広

報
誌
の
作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
年
度
は
、
若
者
の
興
味
を

引
く
よ
う
、
消
防
団
員
の
Ｐ
Ｒ

動
画
を
作
成
し
、
様
々
な
電
子

媒
体
を
通
じ
て
情
報
発
信
す
る

こ
と
で
、
消
防
団
員
へ
の
関
心

や
必
要
性
、
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
夏
休
み
な
ど
、
長
期
休
暇
中

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼

食
提
供
に
つ
い
て
伺
う
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼

食
提
供
は
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
と
な
る
一
方
で
、
衛
生
・
栄

養
管
理
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、

支
援
員
の
負
担
増
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
の
で
、
本
市
で

も
既
に
実
施
し
て
い
る
民
間
委

託
の
ク
ラ
ブ
や
、
本
市
の
実
情

に
近
い
他
都
市
の
事
例
の
情
報

収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
岡
島
百
貨
店
解
体
工
事

　
旧
岡
島
百
貨
店
第
一
駐
車
場

解
体
に
あ
た
り
、
近
隣
住
民
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
対

策
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　
立
入
検
査
の
結
果
、
除
去
作

業
の
現
場
が
適
正
に
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
飛
散
防
止
措
置
の
徹

底
等
の
た
め
、
立
入
検
査
や
指

導
等
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
小
中
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
に
つ
い
て

・�

小
中
学
校
校
舎
へ
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
　
他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

音
楽
を
通
じ
て
甲
府
を 

盛
り
上
げ
た
い

　「
甲
府
市
の
歌
」
が
今
以
上

に
市
民
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
、

甲
府
市
の
歌
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
を
提
案
し
ま
す
。

　
ご
提
案
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
編
曲
等
が
で
き
る
範

囲
な
ど
に
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
一
定
期
間
歌
う
機
会
が
制

限
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
一
度
、
半
世
紀
以
上
歌
い
継

が
れ
て
き
た
原
曲
の
詩
や
メ
ロ

デ
ィ
の
保
存
、
継
承
に
努
め
、

「
甲
府
市
の
歌
」が
よ
り
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
親
し
み
を
も
っ

て
歌
い
、
口
ず
さ
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
様
々
な
場
面
で
の

「
歌
う
機
会
」、「
聴
く
機
会
」

の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
江
戸
甲
府
の
夏
祭
り

　
盆
踊
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
お
祭

り
の
メ
イ
ン
に
す
れ
ば
、
小
江

戸
感
が
更
に
増
す
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
甲
府
市
女
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
中
、
来
場
者
参
加
型
の

「
盆
踊
り
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
お
客
様
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
大
い
に
祭
り
が
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、

「
盆
踊
り
」
の
よ
う
な
小
江
戸
情

緒
が
感
じ
ら
れ
る
伝
統
的
な
文

化
を
取
り
入
れ
る
中
で
、
祭
り

の
一
体
感
の
醸
成
と
一
層
の
賑

わ
い
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

甲
府
城
南
側
エ
リ
ア
お
城
フ

ロ
ン
ト
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

無所属

一般質問（分割）

山田　弘之

政和こうふ

一般質問（分割）

川崎　　靖

質問
動画

質問
動画
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議会運営委員会が視察を
行いました。

活
動
報
告

　甲府市議会では、定例会が開催されていない時期にも、所管事項に関連した
他の自治体や議会における先進的な取組等の調査・研究を行っています。

実施日　令和 5年 8月 7日（月）～8日（火）

視察場所・視察項目
【愛知県犬山市】
・・議会政策サイクルについて
　（市民フリースピーチ制度など）
【愛知県岩倉市】
・・議会改革について
　（議会サポーター制度など）
【長野県飯田市】
・・議会政策サイクルについて
　（市民の声を生かした議会活動など）

※�議会政策サイクルとは、各政策について、目標に照らし
合わせて効果を検証し、提言を行い、これらを循環して
実施する取組です。

犬山市での視察の様子

岩倉市での視察の様子

飯田市での視察の様子

甲府市議会だより219号 10

コラ
ム 小さな命の大切さ

　　昔は犬は番犬のため、猫はネズ
ミ駆除のために飼われていたのです
が、近年では家族の一員として飼わ
れるようになるなど、犬猫は私たち
にとって、とても身近な存在となっ
ています。
　一方で、保健所で保護した犬猫の
うち、飼い主や新たな引き取り先が
見つからず、やむを得ず殺処分とな
り、失われている命もあります。
　殺処分ゼロは、これを目標に掲げ
る自治体が増えていて、小さな命を守
る取組は全国に広がってきています。

甲府市はどうでしょう？
　中核市となり、甲府市独自で保健
所業務を行うことになった令和元年
度からの４年間の記録からは、甲府
市の犬猫の殺処分が目に見えて減っ
ていることが分かります。
　これは、山梨県と甲府市が毎年９
月の動物愛護デーに合わせて行って
いる啓発活動や、クラウドファン
ディングにより集まった資金を活用
した猫の不妊・去勢手術費補助金交
付制度のような望まれない猫の繁殖

抑制活動などの甲府市で行っている
事業だけでなく、民間のボランティ
アの保護・譲渡活動など様々な努力
が実ったもので、殺処分ゼロがほぼ
達成されようとしています。
　動物が好きな人、苦手な人にとっ
てもみんな大切な命ですので、みん
なで向き合ってそれぞれにとって明
るい未来になるよう努力していきま
しょう。

広聴広報委員　川崎　靖

引き取られた犬、猫たち

甲府市保健所の引取・保護数及び殺処分数について
犬（子犬） 猫（子猫）

引取・保護 殺処分数 引取・保護 殺処分数
R4 21（0） 0（0） 71（65） 3（3）
R3 39（3） 0（0） 77（74） 6（6）
R2 47（5） 0（0） 86（84） 12（12）
R1 45（10） 0（0） 124（121） 50（50）
・（　）内は子犬または子猫の数（内数）
・犬（子犬）については、令和元年度以降殺処分無し

甲府市議会だより219号 10



　議案は、総務・民生文教・経済建設・環境水道の各常任委員会に
付託され、専門的な審査を受けた上で、本会議において審議されます。
　なお、全議案の審議結果は、14ページに掲載しています。

議案審査・審議 常
任
委
員
会

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
事
業

令
和
５
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

〈
総
務
委
員
会
　
付
託
〉

年
齢
、
国
籍
等
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
公
民
館
等
で
地
域
住
民
等
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ
ル

講
座
を
開
催
す
る
た
め
の
経
費
等
の
補
正
予
算
で
す
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
福
祉
分
野
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
モ
デ
ル
事
業

令
和
５
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

〈
民
生
文
教
委
員
会
　
付
託
〉

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
お
け
る
業
務
効
率
化
及
び
職
員
の
負

担
軽
減
を
推
進
し
、
人
材
確
保
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
モ
デ
ル
と
な
る
事
業
所
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
等
の

補
正
予
算
で
す
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

動
物
福
祉
の
向
上
に
向
け
た
動
物
用
医
療
機
器
の
拡
充

令
和
５
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

〈
経
済
建
設
委
員
会
　
付
託
〉

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
の
家
計
負
担
軽
減
及
び
市
内
事
業
者

の
支
援
を
図
る
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
２
つ

の
方
式
で
発
行
す
る
た
め
の
経
費
、
現
在
整
備
中
の
遊
亀
公
園
附
属
動
物

園
に
お
い
て
、
新
た
な
動
物
病
院
の
完
成
に
伴
う
動
物
用
医
療
機
器
の
拡

充
を
図
る
た
め
の
経
費
等
の
補
正
予
算
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
12

月
20
日
の
利
用
開
始
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
求
め
る
意
見
や
、
よ
り
多
く
の
市
民

の
皆
様
が
利
用
で
き
る
よ
う
丁
寧
な
周
知
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」の
改
正
に
対
応
し
た
条
例
改
正

甲
府
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
及
び
活
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

〈
経
済
建
設
委
員
会
　
付
託
〉

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
お
け
る
、
空
き
家
所

有
者
の
責
務
強
化
と
し
て
、
従
来
の
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
努
力
義
務

に
加
え
、
国
、
自
治
体
の
施
策
に
協
力
す
る
努
力
義
務
が
追
加
さ
れ
た
ほ

か
、
放
置
す
れ
ば
保
安
上
、
衛
生
上
著
し
く
危
険
と
判
断
さ
れ
る
特
定
空

家
等
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
空
家
等
を
「
管
理
不
全
空
家
等
」
と
し
て
、
市

に
よ
る
指
導
や
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
規
定
の
創
設
を
主
な
内
容
と

し
た
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
今
後
も
空
き
家
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
管
理
不
全
空
家
等
に
該
当
し
た
場
合
は
、
所
有
者
の
負
担
も
考
慮

す
る
中
で
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
の
結
果
、
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

号第
議 案
72

号第
議 案
72

号第
議 案
72

号第
議 案
79
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地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
財
政
運
営

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
物
価
高
騰
も
加
わ
っ
た
令
和
４
年
度
は
、
社
会
経
済
情
勢
等

を
常
に
見
極
め
つ
つ
、
12
回
に
及
ぶ
補
正
予
算
を
編
成
し
、
様
々
な
時
勢
に
応

じ
た
４9
項
目
の
対
策
を
積
極
的
に
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」
や
「
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
な
ど
を
活
用
し
、
物
価

高
騰
に
直
面
す
る
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
生
活
支
援
策
や
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
消
費
喚
起
策
を
は
じ
め
、
燃
料
費
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
や
光
熱
費
な
ど
の
負
担
が
大
き
い
社
会
福
祉
施
設

等
に
対
す
る
事
業
継
続
の
支
援
策
も
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
方
で

第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
各
施
策
・
事
業
の
着
実
な
推
進
に
影
響
を

及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
、
自
主
財
源
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
国
等
の
財
政
措
置
を
最
大

限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
度
・
優
先
度
を
考
慮
し
た
事
業
執
行
に
取
り

組
む
な
ど
、
財
政
の
健
全
性
に
留
意
す
る
中
、
状
況
に
応
じ
た
機
動
的
な
対
応

を
図
っ
て
き
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
等
へ
の
対
応
を
、
引

き
続
き
実
施
し
て
い
く
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

就
職
氷
河
期
世
代
就
職
支
援
事
業

就
職
氷
河
期
世
代
就
職
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
周
知
を
行
う
中
で
、
相
談
者
ご
と
に
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
就
職
に
必
要
な
マ
ナ
ー
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
な
ど
を
行
い
就
職

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
就
職
後
も
継
続
し
て
勤
め
ら
れ
る
よ
う
伴
走
型
支
援

に
努
め
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP1

PICK
UP2

令和 4 年度

決算審査
特別委員会
審査の 概 要
　決算審査特別委員会は、前年度の
予算が目的に沿って適正かつ効率的
に執行されたかなどを審査します。
　また、来年度予算への反映を求め
るべきもの等を、委員会の意見とし
てとりまとめ報告しています。

会議録は、11月末頃から甲府市議会
ホームページでご確認いただけます。

決
算
審
査

◇
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
長
沼
達
彦

　
副
委
員
長
　
堀
と
め
ほ

　
委
　
　
員
　
金
丸
三
郎
　
　
輿
石
　
修

　
　
　
　
　
　
鷹
野
弘
貴
　
　
中
嶌
　
寿

　
　
　
　
　
　
小
澤
　
浩
　
　
橘
田
大
洋

　
　
　
　
　
　
長
沢
達
也
　
　
廣
瀬
集
一

　
　
　
　
　
　
清
水
一
成
　
　
清
水
英
知

　
　
　
　
　
　
山
田
　
厚
　
　
山
田
弘
之

　
期
間

　
　
９
月
20
日（
水
）～
９
月
27
日（
水
）

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）
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︽
消
防
費
︾

・・�

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
の
士
気
向
上
や
新
た
な
団
員
確
保
の

た
め
、
団
員
へ
の
報
酬
及
び
分
団
運
営
費
に
つ
い
て
丁
寧
な
周
知
を
行

う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

︽
教
育
費
︾

・・�

い
じ
め
や
不
登
校
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
諸
課
題
に
的
確
に
対
処
す

る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
更
な
る
増
員
に
努

め
る
こ
と
。

・・�

近
年
の
猛
暑
を
踏
ま
え
、
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

︽
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
︾

・・�

交
通
災
害
共
済
は
、
市
民
の
安
心
に
寄
与
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
層
の
加
入
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
見
舞
金
請
求
時
に
お
け
る

手
続
の
簡
素
化
を
検
討
す
る
こ
と
。

︽
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
︾

・・�

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
金
利
動
向
に
鑑
み
、

引
き
続
き
山
梨
県
に
対
し
て
相
場
に
見
合
っ
た
利
率
へ
の
見
直
し
や
利

子
の
減
免
な
ど
を
強
く
要
望
す
る
こ
と
。

︽
病
院
事
業
会
計
︾

・・�

今
後
も
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
経
営
改
善

に
向
け
て
一
層
取
り
組
む
こ
と
。

︽
下
水
道
事
業
会
計
︾

・・
引
き
続
き
有
収
率
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

︽
水
道
事
業
会
計
︾

・・�

甲
府
の
お
い
し
い
水
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
た
め
、
給
水
ス
ポ
ッ

ト
の
増
設
を
検
討
す
る
こ
と
。

・・
引
き
続
き
有
収
率
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

・・
地
震
等
の
災
害
に
備
え
、
引
き
続
き
管
路
の
耐
震
化
に
努
め
る
こ
と
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
意
見

　
委
員
間
の
討
議
に
よ
り
、
来
年
度
予
算
へ
の
反
映
を
求
め
る
べ
き
も
の

等
と
し
て
集
約
し
た
委
員
会
の
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
民
生
費
︾

・・�

南
部
地
域
へ
の
児
童
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
実
現
に
向
け
、
着

実
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

・・�

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
充
実
に

努
め
る
こ
と
。

︽
衛
生
費
︾

・・�

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
有
価
物
回
収
を
行
っ
て
い
な
い
自
治
会
も

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。

︽
商
工
費
︾

・・�

中
心
市
街
地
へ
の
新
規
出
店
希
望
者
に
市
の
支
援
策
を
的
確
に
伝
え
る

た
め
、
空
き
店
舗
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
含
む
案
内
文
を
表

示
す
る
な
ど
、
周
知
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。

・・�

信
玄
の
湯
湯
村
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
湯
村
温
泉
側
か
ら

烽
火
台
へ
の
遊
歩
道
整
備
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
。

︽
土
木
費
︾

・・�

山
梨
県
や
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
一
層
の
連
携
を
行
う
中
で
、
引
き
続

き
歩
道
・
道
路
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
市
民
の
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
こ
と
。

・・�

今
後
、
建
築
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
相
談
等
の

増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
際
に
は
適
切
な
助
言
・
対
応
を

行
う
こ
と
。
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︽
消
防
費
︾

・・�

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
の
士
気
向
上
や
新
た
な
団
員
確
保
の

た
め
、
団
員
へ
の
報
酬
及
び
分
団
運
営
費
に
つ
い
て
丁
寧
な
周
知
を
行

う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

︽
教
育
費
︾

・・�

い
じ
め
や
不
登
校
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
諸
課
題
に
的
確
に
対
処
す

る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
更
な
る
増
員
に
努

め
る
こ
と
。

・・�

近
年
の
猛
暑
を
踏
ま
え
、
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

︽
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
︾

・・�

交
通
災
害
共
済
は
、
市
民
の
安
心
に
寄
与
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
層
の
加
入
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
見
舞
金
請
求
時
に
お
け
る

手
続
の
簡
素
化
を
検
討
す
る
こ
と
。

︽
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
︾

・・�

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
金
利
動
向
に
鑑
み
、

引
き
続
き
山
梨
県
に
対
し
て
相
場
に
見
合
っ
た
利
率
へ
の
見
直
し
や
利

子
の
減
免
な
ど
を
強
く
要
望
す
る
こ
と
。

︽
病
院
事
業
会
計
︾

・・�

今
後
も
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
経
営
改
善

に
向
け
て
一
層
取
り
組
む
こ
と
。

︽
下
水
道
事
業
会
計
︾

・・
引
き
続
き
有
収
率
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

︽
水
道
事
業
会
計
︾

・・�
甲
府
の
お
い
し
い
水
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
た
め
、
給
水
ス
ポ
ッ

ト
の
増
設
を
検
討
す
る
こ
と
。

・・
引
き
続
き
有
収
率
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

・・
地
震
等
の
災
害
に
備
え
、
引
き
続
き
管
路
の
耐
震
化
に
努
め
る
こ
と
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
意
見

　
委
員
間
の
討
議
に
よ
り
、
来
年
度
予
算
へ
の
反
映
を
求
め
る
べ
き
も
の

等
と
し
て
集
約
し
た
委
員
会
の
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
民
生
費
︾

・・�

南
部
地
域
へ
の
児
童
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
実
現
に
向
け
、
着

実
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

・・�

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
充
実
に

努
め
る
こ
と
。

︽
衛
生
費
︾

・・�

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
有
価
物
回
収
を
行
っ
て
い
な
い
自
治
会
も

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。

︽
商
工
費
︾

・・�

中
心
市
街
地
へ
の
新
規
出
店
希
望
者
に
市
の
支
援
策
を
的
確
に
伝
え
る

た
め
、
空
き
店
舗
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
含
む
案
内
文
を
表

示
す
る
な
ど
、
周
知
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。

・・�

信
玄
の
湯
湯
村
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
湯
村
温
泉
側
か
ら

烽
火
台
へ
の
遊
歩
道
整
備
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
。

︽
土
木
費
︾

・・�

山
梨
県
や
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
一
層
の
連
携
を
行
う
中
で
、
引
き
続

き
歩
道
・
道
路
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
市
民
の
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
こ
と
。

・・�

今
後
、
建
築
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
相
談
等
の

増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
際
に
は
適
切
な
助
言
・
対
応
を

行
う
こ
と
。
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令和5年9月定例会 審議結果
議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　和

こうふ
政　友
クラブ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

市　民
クラブ 無所属

令
和
5
年
度
補
正
予
算

議案第72号 令和5年度甲府市一般会計補正予算（第6号） 9月19日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 △△ 〇〇
議案第73号 令和5年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第74号 令和5年度甲府市病院事業会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第75号 令和5年度甲府市水道事業会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

条
例
の
一
部
改
正

議案第76号 甲府市職員給与条例等の一部を改正する条例制定につ
いて 9月19日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第77号 甲府市市税条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第78号 甲府市保健所関係手数料条例及び甲府市旅館業法施行
条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第79号 甲府市空家等の適切な管理及び活用の促進に関する条
例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第80号 甲府市都市公園条例の一部を改正する条例制定につい
て 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

令
和
4
年
度
決
算

議案第81号 令和4年度甲府市各会計別決算の認定について 9月29日 認定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇

議案第82号 令和4年度甲府市地方卸売市場事業会計決算の認定に
ついて 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第83号 令和4年度甲府市病院事業会計決算の認定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第84号 令和4年度甲府市下水道事業会計剰余金の処分及び決
算の認定について 〃 可決及

び認定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第85号 令和4年度甲府市水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第86号 令和4年度甲府市簡易水道等事業会計決算の認定につ
いて 〃 認定 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

人
事
・
そ
の
他

議案第87号 市政功労表彰の決定について 9月19日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第88号 教育委員会教育長の任命について 〃 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第89号 教育委員会委員の任命について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

諮問第 3 号 審査請求に関する諮問について 〃
諮問の
とおり
決定

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

諮問第 4 号～
第 6 号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議
員
提
出

甲議第 4 号 地方財政の充実・強化に関する意見書提出について 9月19日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第 5 号 特定商取引法の抜本的改正を求める意見書提出につい
て 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第 6 号 「再審法」改正を求める意見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第 7 号 保育所等保育施設の職員配置に関する意見書提出につ
いて 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第 8 号
加配定数の振替によらない小学校35人学級の実施、中
学校での35人学級の実施、教職員定数改善及び義務教
育費国庫負担制度拡充を求める意見書提出について

〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第 9 号 農村・農業を守る農政の実行を求める意見書提出につ
いて 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第10号 国の責任と財源による学校給食費の無償化を求める意
見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第11号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する
適正な診療上の評価等を求める意見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲議第12号 核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を
果たすことを求める意見書提出について 9月29日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

� ○○賛成　××反対　△△棄権

政和こうふ　◎輿石　修　金丸三郎　岡　政𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
　　　　　　　末木咲子　小沢宏至　鮫田光一　川崎　靖
　　　　　　　鷹野弘貴　中嶌　寿
政友クラブ　◎長沼達彦　荻原隆宏　鈴木　篤　坂本信康
　　　　　　　小澤　浩　深沢健吾　橘田大洋

公　明　党　◎兵道顕司　長沢達也　堀とめほ　岡田真姫
こうふ未来　◎神山玄太　廣瀬集一　藤原伸一郎　清水一成
日本共産党　◎木内直子　内藤司朗　清水英知
市民クラブ　◎山田　厚　依田勝見　村松裕美
無　所　属　　山田弘之� 　◎は会派代表者

甲府市議会会派等

◎市政功労表彰の決定
　本市の発展に尽力され功績が顕著であることから、次の方々
を市政功労表彰者として決定する議案が提出され、全員異議
なく可決されました。
　櫻井正富（市民福祉の増進）
　今井立史（保健衛生の向上）
◎�人事案件については、次のとおり同意、諮問のとおり決定
されました。
◆教育委員会教育長の任命について
　松田昌樹

◆教育委員会委員の任命について
　上原絵美子
◆人権擁護委員候補者の推薦について
　玄間智惠美　寺田幸子　保坂　将� （敬称略）

●全国市議会議長会及び山梨県市議会議長会より
　在職 20年表彰　荻原隆宏
●山梨県市議会議長会より
　2年以上正副議長経験表彰　輿石　修
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令和5年9月定例会 請願審査結果
番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請
　
　
願

第 5 －11号 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出を求める請願 総　　務 採　　択

第 5 －12号 消費者被害を防止、救済するため、特定商取引法の抜本的な法改正を求める意見書
を政府等に提出することを求める請願 〃 〃

第 5 －13号 再審法改正を求める意見書を政府等に提出することを求める請願 〃 〃
第 5 －15号 保育所等保育施設の職員配置に関する意見書の提出を求める請願 民生文教 〃

第 5 －16号 加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、
教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願 〃 〃

第 5 －17号 新型コロナワクチン秋接種の接種券送付方法に関する請願 〃 不 採 択
第 5 －18号 農村・農業を守る農政の実行を求める意見書の提出を求める請願 経済建設 採　　択
第 5 －19号 国による原発汚染水（ALPS処理水）海洋放出の停止を求める請願 環境水道 不 採 択
第 5 － 3 号 自治体会計年度職員の勤勉手当など処遇改善を求める請願 総　　務 継続審査
第 5 － 4 号 インボイス制度の実施延期を求める意見書の採択を求める請願 〃 〃
第 5 － 6 号 マイナ保険証の運用の中止を求める請願 民生文教 〃
第 5 － 7 号 不登校の公的対応を求める請願 〃 〃
第 5 － 8 号 「保育士配置基準改善と大幅な賃金引き上げを求める意見書」の採択を求める請願 〃 〃
第 5 － 9 号 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 〃
第 5 －10号 GX脱炭素電源法の撤回を求める請願 環境水道 〃
第 5 －14号 2024年からの様々な国民負担の中止などをもとめる請願 総　　務 〃

〇地方財政の充実・強化に関する意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣　農林水産大臣
　　　　　国土交通大臣　デジタル大臣　内閣府特命担当大臣（こども政策、地方創生）

〇特定商取引法の抜本的改正を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）

〇「再審法」改正を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　法務大臣

〇保育所等保育施設の職員配置に関する意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣　厚生労働大臣
　　　　　内閣府特命担当大臣（こども政策）

〇 加配定数の振替によらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、教職
員定数改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣

〇農村・農業を守る農政の実行を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　農林水産大臣

〇国の責任と財源による学校給食費の無償化を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣
　　　　　内閣府特命担当大臣（こども政策）

〇 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める 
意見書

　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣　国土交通大臣　文部科学大臣

〇核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果たすことを求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　外務大臣

請願又は議員自らの提案に基づ
き、議会の意思を決定し提出し
ます。 各意見書の

全文はこちら

市民の声を反映して意
見
書
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令和5年9月定例会 請願審査結果
番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請
　
　
願
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　　　　　内閣府特命担当大臣（こども政策）

〇 加配定数の振替によらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、教職
員定数改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣

〇農村・農業を守る農政の実行を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　農林水産大臣
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　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣
　　　　　内閣府特命担当大臣（こども政策）

〇 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める 
意見書

　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣　国土交通大臣　文部科学大臣
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甲府市議会ホームページ・Eメール

URL	 https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html
Email	 gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

甲府市議会広聴広報委員会
委員長：兵道顕司　副委員長：小澤　浩
委　員：末木咲子　川崎　靖　鷹野弘貴　中嶌　寿　深沢健吾　橘田大洋　堀とめほ　清水一成　木内直子　村松裕美

請願・陳情等の提出期限のお知らせ
甲府市議会基本条例に、請願者等に説明機会を設けることができることが規定されました。
このことに伴い、審査までに日数が必要となりますことから、原則として定例会開会日の 4開庁日前までに
ご提出をお願いします。

※令和 5年 12月定例会審査分の提出期限：11月 29日（水）まで

議会日誌

12月定例会の予定

無料アプリ「マチイロ」を利用し
て、スマートフォンなどで、いつで
も甲府市議会だよりがお読みいた
だけます。

※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

月 火 水 木 金 土 日
4 5 6 7 8 9 10

本会議
（開会） 休会 休会 本会議

（市政一般質問）

11 12 13 14 15 16 17
本会議

（市政一般質問） 常任委員会 休会

18 19 20 21 22 23 24
本会議
（閉会）

本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う 3日間はNNS（10ch）やインターネットに
よる中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

編集後記
議会だよりの編集で毎回悩まされるのが表紙の写真です。
今号の表紙も、広聴広報委員会の原稿作成担当委員が自らシャッターを切り、何枚か候補とした写真の中か
ら 12名の委員で一番相応しいものに決めました。編集作業は発行する 3か月ほど前から始めるので、季節も違
います。今回は 11月 1日発行の議会だよりの表紙の写真を 9月に探しているので、11月に旬を迎える果物と
いった写真が撮れなかったりします。
最近は、議会だよりの表紙写真のために、委員のみんなで日頃からなるべく多くの写真を撮ってストックし
ておこうという話になったのですが、写真がたまるまで、この悩みの種は尽きません。
� 広聴広報委員　川崎　靖

7月14日（金）� 民生文教委員会
7月18日（火）� 総務委員会、正副委員長会議
7月19日（水）� 環境水道委員会
7月24日（月）� 経済建設委員会、会派代表者会議
7月25日（火）� 議会運営委員会
8月 2日（水）� 広聴広報委員会（広報部会）
8月 4日（金）� �山梨県市議会議長会議員合同研修会（前

期）
8月 7日（月）� 議会運営委員会視察
8月 8日（火）�
8 月 9日（水）� 民生文教委員会
8月24日（木）� �環境水道委員会、総務委員会、会派代表

者会議
8月25日（金）� 経済建設委員会
8月31日（木）� 議会運営委員会
9月 5日（火）� �9月定例会開会、本会議（提案理由の説明、

各常任委員会付託）、総務・環境水道委員会、
広聴広報委員会（広報部会）

9月 8日（金）� 本会議（質疑及び市政一般質問）

9月11日（月）� �会派代表者会議、本会議（質疑及び市政
一般質問）

9月12日（火）� �議会運営委員会、本会議（質疑及び市政
一般質問、提案理由の説明、各常任委員
会付託、決算審査特別委員会設置）、決算
審査特別委員会

9月13日（水）� 常任委員会（総務・民生文教）
9月14日（木）� 常任委員会（経済建設・環境水道）
9月19日（火）� �会派代表者会議、議会運営委員会、本会議

（各常任委員長報告、討論、採決）、広聴広
報委員会

9月20日（水）� 決算審査特別委員会
　　～� （土・日・祝日を除く）
9月27日（水）� 会派代表者会議
9月29日（金）� �議会運営委員会、本会議（決算審査特別

委員長報告、討論、採決）、9月定例会閉会、
広聴広報委員会

10月 4日（水）� 広聴広報委員会

甲府市議会だより219号 16

議会日誌9月定例会の予定編集後記
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